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1 ．はじめに

　現在、本邦の高等教育機関における障害学生の受け入
れ状況は、2002年にメディア教育開発センターが実施
した実態調査では4年制大学の約6割以上に在籍者がい
ることが明らかにされている（メディア教育開発セン
ター、2002）。聴覚障害学生については、一般の大学や
短大への進学が 1960年代後半から認められるように
なっているが、彼らの高等教育への志向は1970年代よ
り高まりをみせ、この当時は国立大学よりも私立大学へ
の進学がほとんどであったとされる（都築、1994；安井、
2004）。1990年代に入ると国立大学への進学者も増え、
1987年にはわが国で初めて聴覚障害者を対象とした筑
波技術短期大学が設立され、聴覚障害者の高等教育にお
ける修学機関の選択の幅が広がってきていると言えよ
う。
　このような聴覚障害学生の高等教育への進学にとも
なって課題とされるのが、講義における情報保障である。
これは「講義保障」と呼ばれ、米国と日本の講義保障に
ついて比較した都築（1994）や須藤ら（2001）によれば、
米国では手話通訳、チューター、ノートテーカー、そし
て専門のカウンセラーの配置などの支援体制の整備だけ

でなく、学習上生じた課題の解決に際してサポートを受
けられる体制が確立されている。石原ら（2003）も、こ
のような米国と比較して、本邦では受け入れ大学や任意
団体によって講義保障への支援が進められているもの
の、制度、方法、意識等の様々な視点から検討すべき課
題があるとしている。本邦の各大学での講義保障の取組
みは、報告書やガイドブック等にまとめられ、初めて聴
覚障害学生を受け入れる大学は当該学生と連絡をとりな
がらこの報告書やガイドブックを参照し、場合によって
は既に受け入れ経験のある大学の関係者へ直接、コンタ
クトをとってその受け入れの体制を整えているのが現状
であろう。
　さて、聴覚障害学生の受講に際しては関連の委員会か
ら講義の実施に際してガイドブックや配慮事項について
まとめたプリントが配布されたりするが、実際に講義を
担当する教員はどのようなことを感じているのであろう
か。聴覚障害学生を担当したことのある教員に対する調
査を実施した筑波大学では、回答者の9割以上が「どの
ようにしたら良いかわからず、戸惑ったことがある」と
の回答をよせている。具体的な戸惑いとしては、「要望
してこない学生が多く、改善すべき点がわからない」「通
訳者がいると、安心して配慮することを忘れてしまう」
「配慮しなければと思うが、なかなか大変でできない」「ど
うすればよいのかわからず困ってしまう」等があげられ
ている（筑波大学第二学群人間学類、1998）。
　この戸惑いを講義を進める上での教育方法の課題とし
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て整理した場合、各大学の報告書の中で担当教員から記
述されることが比較的多いのがビデオ学習教材の使用に
際しての課題である。ビデオ学習教材の使用にかかわる
課題は、講義内容を当該学生に伝達しているノートテー
カーからも多く出されている。講演式の講義の場合、講
義担当者の話はノートテークや手話通訳、手書き及びパ
ソコン要約筆記、音声認識ソフトによるパソコン筆記等
の方法によって、当該学生へ伝達されるが、このうち最
もポピュラーな方法が一緒に同じ大学で学ぶ学生の支援
を得られるノートテークである。ノートテーカーは、「ビ
デオだと複数の人物の発言が混じったり、早口だったり
するので大変だった」「授業者にビデオ内容の要約をあ
らかじめ作ってもらえるとありがたいのだが」「ビデオ
をダビングしたり、内容をまとめた資料を準備してくれ
たので助かった」等の課題とその解決策についての意見
が示されている（紀藤ら、2001）。また、当該の学生か
らも「ビデオは、はっきりいってノートテイクでは対応
できません。ノートテイクとビデオの画面を同時に見る
ことはできないし、通訳の情報は画面とずれるので内容
をつかむことも困難です」との声があがっている（筑波
大学第二学群人間学類、1998）。このように、高等教育
においても重要な教材機器であるビデオによる学習教材
の提示は、講義を構成、展開している講義担当者、講義
内容を当該学生に伝えるノートテーカー、そして、当の
聴覚障害学生という3者にとってその課題性が共通に認
識される実態にある。

2 ．ビデオ学習教材使用時の対処方法と課題
（1）　字幕挿入
　これまでの本邦の聴覚障害児への教育実践では、妹尾
（1987）によると読話・発語を中心としたコミュニケー
ションの習得として「口話注1）」が採られてきたことも
あり、テレビ番組が教材として用いられた。その際には、
画面に字幕を挿入する方法が用いられている。
　字幕挿入は、現在、字幕放送としてテレビ画面上で目
にすることができるが、日本の字幕放送の歴史について
まとめた都築（1994）によると、字幕のついた映像には
（1）文字放送の字幕番組、（2）一般のテレビ番組に字幕の
ついたもの、（3）字幕つきのビデオ、の3つが考えられ
るとしている。そして、字幕放送の制度化の取組みは
1970年代から開始され、1986年に放送が開始されたこ
とを述べている。
　ちょうどこの1980年代半ばから、聴覚障害者のため
の字幕挿入に関するソフトの開発研究や聾学校の生徒に
対する字幕挿入のあり方に関する研究が見られる（小畑
ら、1985；石原ら、1989；立入、1990）。都築は、この

当時、番組の字幕制作の作業として、番組の台本をもと
にビデオカセットを再生しながら文字を起こし、その際
に番組でしゃべっている内容をそのまま記述するのでは
たいへん読みにくいので要約をする必要があったとして
いる。なお、しゃべっている内容をそのまま文字にする
には、15分番組で約8時間かかるとされ、とても労力と
時間のかかる作業であったことがわかる。また、立入も
聾学校においても「物語」タイプの番組に字幕挿入をす
る作業の1つとしてセリフを要約することを明示してい
る。そして、字幕挿入にかかわる5つの作業のうち、こ
の要約の作業が一番課題となったとしている。つまり、
セリフを要約せずにそのまま挿入すると字幕の入れ替え
を頻繁に行わなくてはならず、全部を読むことができな
くなってしまうため要約が必要であるというのだ。そし
て、具体的な課題として、限られた表示文字数の中にセ
リフを凝集しなければならないこと、あまり要約しすぎ
ると物語の筋がわからなくなってしまうことをあげ、こ
の対処が要約者の主観によって判断されていることを指
摘している。また、妹尾も早口のセリフについてその要
約をどうするか、ナレーションとセリフの違いについて
どうするか、聴覚障害児に見られる読みの速度の限界に
どのように対応するか等を字幕挿入に伴う課題として示
している。
　一方、広瀬（2000）は、放送大学がモデルにしている
1970年に設立された英国のオープンユニヴァーシティ
（OU）での障害学生に対する支援システムについて報告
している。OUは、多様な背景をもつ人々に開かれた大
学としての指針をもっており、障害者に対しても積極的
に門戸を開放するとともにオルタナティブ学習教材に
よって学習支援を充実させている。聴覚障害学生に直接
かかわるオルタナティブ学習教材の1つとしてテレビ授
業番組の字幕化がある。ただし、財政上の問題から全て
の番組の字幕化は困難とされている。広瀬は、このよう
なOUの取組みを引き合いに出しながら、本邦の聴覚障
害者の要望として①放送番組等の字幕又は手話によるリ
アルタイム送信（リアルタイム字幕等）、②字幕ビデオ
の作成、③字幕放送、手話放送の拡大、の3つをあげて
いる。このことから聴覚障害者自身が字幕という方法を
望んでいることが理解できる。
　この広瀬の指摘は、聴覚障害学生用の字幕によるオル
タナティブ学習教材の作成と利用を本邦の高等教育でも
推進していく必要性を強調していると考えられる。しか
しながら、前述したように、本邦では各大学や任意団体
によって講義保障に対する取組みが進められているが、
音声認識ソフトの利用によりこれまでの労力を省くこと
ができてもなお財政面、支援体制での課題が残されてお
り、字幕によるオルタナティブ学習教材による学習支援
は放送大学でも進んでいないとされている。

　 　
注1）　 読話（話し手の唇の動きを見て話しの内容を理解すること）・
発声を中心にしたコミュニケーションの方法である。
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（2）　その他
　ビデオ教材の使用に際して、その情報を保障する方法
としては、字幕挿入の他に、セリフの文字化、手話通訳、
ノートテークがあげられる。このうち、セリフの文字化
に際しては文字化した資料は聴覚障害学生に手渡され、
学生はそれと照らし合わせて映像を見ることになる。こ
の場合、先の聴覚障害学生の「ノートテイクとビデオ画
面を同時に見ることはできない」ということばにあるよ
うに、文字化された資料を読み続けていると映像と文字
化された情報の対応関係が不明になってしまう。した
がって、事前に文字化した資料を渡し本人に予習を求め
たり、あるいは事後にビデオを貸し出し復習を求めたり
する等の本人に努力を要請することや、講義担当者が映
像との対応関係に配慮した手立て（例えば、本人のとこ
ろへ行って文字化資料と映像との対応を伝える）をとる
という講義担当側の配慮が必要になってくる。手話通訳
については人材の確保の問題がある。ノートテークにつ
いては講義者の話、つまり言語情報をノートテイクする
場合と異なり、ビデオ教材では映像による視覚情報と聴
覚情報を時系列に即して統合していくことが必要であ
り、言語情報だけのノートテークではその情報保障は困
難である。鹿内（2003）は、できるだけリアルタイムの
文字情報の提供を試み、B6版の小さな用紙に1～2文を
ノートテークして学生に渡していく方法をとっている
が、渡していく用紙が読まれないまま積み重なっていく
ことがよくあったと報告している。口話を用いる聴覚障
害学生の場合は、ビデオ教材の登場人物の顔が大きく映
し出され正面からの画像が主体のものであれば、内容を
まとめたレジュメを事前に渡しておくとその理解がある
程度、促進されると考えられる。
　その他、ビデオ教材の使用にかかわっての対処方法と
して、タイトルと内容を簡単に板書したり、内容をまと
めたレジュメを準備するなどの講義担当側だけで対処可
能な手立てもあろう。また、事前事後にビデオを貸し出
す方法もあるがこれはすでに述べたように本人に努力を
要請する対処方法である。

3 ．オルタナティブ・ビデオ学習教材の作成

　著者はこれまで述べてきたことを踏まえ、担当する聴
覚障害学生に対してオルタナティブ・ビデオ学習教材の
導入を試みた。以下に、その作成と活用の実際について
報告する。なお、この報告ではオルタナティブ・ビデオ
学習教材の作成にあたって、もとになっているビデオ学
習教材を内容によって2つのタイプに分類し、その特徴
に合わせた作成方法を考案し紹介していく。

（1）　オルタナティブ・ビデオ学習教材とは？
　広瀬（2000）によると、OUでは障害者のためにそれ

ぞれの障害特性に合わせたオルタナティブメディアによ
る学習教材が用意されている。具体的には、聴覚障害者
向けに放送番組の台本の用意、テレビ授業番組の字幕化
がある。また、視覚障害者向けにはオーディオカセット
教材、電子ファイル（印刷教材の電子テキスト化）、触
知性教材、点字の学習教材がある。そして、このオルタ
ナティブメディアによる学習教材を総称して「オルタナ
ティブ学習教材」と呼んでいる。
　この報告では、一般の大学における一斉授業でビデオ
学習教材を使用する時に、一緒に受講している聴覚障害
学生にそのビデオ学習教材の情報保障をするために作成
した学習教材を「オルタナティブ・ビデオ学習教材　
modified audiovisual aids」と呼ぶ。また、オルタナティブ・
ビデオ学習教材のもとになっているビデオ学習教材を
「オリジナルビデオ」と呼ぶ。

（2）　オルタナティブ・ビデオ学習教材作成の基本方針
　ビデオ学習教材は、映像と音声を主体とする伝達メ
ディアである。ここでは、ビデオ学習教材の特質をその
情報の受容モードに分けてまず整理してみよう。映像は、
視覚的情報として視覚が受容モードとなる。そして、音
声は聴覚情報として聴覚が受容モードになる。我々がビ
デオを視聴する時は、この視聴覚間の情報統合を行って
いるわけである。
　ここでは、聴覚障害学生の実態に合わせて、音声は文
字化する。そして、映像は静止画像にする。なお、静止
画像への加工にはビデオプリンターを使用する。アニ
メーションでは、1枚1枚の絵コンテが連続して表示さ
れることによって、視聴者がそれを動画として認知して
いるわけだが、映像を静止画像に加工することは1枚の
絵コンテを作成することに対応する。このように、オル
タナティブ・ビデオ学習教材とは、音声を文字化したも
のを書き込んだ用紙に、映像の静止画像を貼ったもので
ある。
　ところで、ビデオ学習教材のコンテンツは、なんらか
の具体的な事象（例えば、天気予報や調理手順）を説明
することを目的として作成されたものと、ドラマやド
キュメンタリー、あるいは個人が収集する日常生活の記
録といったその状況と登場人物の間でかわされるコミュ
ニケーションを重視して作成されたものの2つに大別す
ることができよう。前者の具体的な事象の説明を目的と
するビデオ学習教材は、映像を説明するナレーションが
主体となっている場合が多い。ここでは、前者を説明型
ビデオ学習教材と呼び、後者を状況型ビデオ学習教材と
呼ぶ。
　説明型のオルタナティブ・ビデオ学習教材ではナレー
ションを全て文章化したものを用紙へ記入し、ナレー
ションでポイントとなる映像の静止画像をその用紙に貼
ることを基本とする。一方、後者の状況型のオルタナティ
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ブ・ビデオ学習教材では、聴覚障害学生が登場人物間の
コミュニケーションを理解できるように、登場人物の音
声と動作や表情なども文章に起こし、登場人物間のやり
とりを矢印で結び、これを記入した用紙にポイントとな
る映像の静止画像を貼ることを基本にする。なお、状況
型のオルタナティブ・ビデオ学習教材の作成にあたって
は、臨床発達心理学で子どもと養育者のかかわりのプロ
セスを分析するために後藤（1974）が開発した相互作用
過程分析法注2）の考えを使っている。表1に相互作用過程
分析法による分析の視点とその手順をまとめてある。こ
の分析方法の考えを利用することには、登場人物の誰か
ら誰へどのようなはたらきかけがあったのか、それに対
してはたらきかけられた相手はどのように反応したの

か、といったコミュニケーションのプロセスを文章化で
きるという利点がある。

（3）　オルタナティブ・ビデオ学習教材の作成
　今回は、教員養成系大学学部2年に在籍している、口
話によってコミュニケーションをとっている聴覚障害学
生を対象として作成した。この学習教材は、障害児教育
科目である「障害児の心理」（半期・2単位）で活用す
るために作成されている。講義は試験を除いて12回実
施され、このうち4回の講義でビデオ学習教材の使用を
計画していた。受講登録者数は75名である。表2は講義
のテーマとビデオ学習教材の利用状況についてまとめた
ものである。
　以下に、今回作成したオルタナティブ・ビデオ学習教
材の4つを示す。4つのビデオ学習教材は、説明型2つ
と状況型2つに分類される。なお、実際のオルタナティ
ブ・ビデオ学習教材については、それぞれのタイプにつ

表1　相互作用過程分析法の実際（後藤、1974を一部改変）

1　資料の文章化
　ビデオ録画された資料の登場人物間でとりかわされた全ての発話、および行動、表情（以下、表出行動とする）に
ついて文章化する。さらに文章化した資料を以下に述べる2種類の分析単位によって図式化する。

2　2つの分析単位の設定
　文章化した資料を次の2つにより整理する。そのひとつは発話の内容により規定される分析単位で、Communication 
Unit（以下、CUとする）と呼ぶ。もうひとつは Interaction Unit（以下、IUとする）と呼ばれるもので、文脈により規
定される性質をもつ単位である。CU、IUの単位をどの程度まで細分化したらよいかについては、検討すべき余地が
残されているが、登場人物間の相互作用過程を重視するためにはCUの確定において意味内容が途切れないように、
また、文脈にそって登場人物間のやりとり（誰が伝達者で、誰が受信者か）を図式化できるように分割の水準を確定
する。
　CUの分割についての判断基準は以下の通りである。
(a)　伝達者の入れかわりをひとつのCUの目安とする。
(b)　内容の同じ発話が連続する場合、その長短にかかわらず1つのCUとする。
(c) 　独立したかけ声、あいづち、呼びかけなどはひとつのCUとするが、付随して発話の一部を構成している場合そ
の中に含める。

(d)　伝達者の入れかわりがなくても異なる発話が後続した場合、別々のCUとして扱う。
(e)　表出行動も発話と同様にひとつのCUとして扱う。
( f)　同じ登場人物から発話と表出行動が同時に出た場合、ひとつのCUとして扱う。
　CU、IUの切り方の具体例を以下に示す（母親と子どもの遊び場面の分析事例）。

母　　親 子　ど　も
「ウァー」
ワニのおもちゃを動かす（CU）

⎫
⎬
⎭
（IU）

「アキちゃん、これなぁに？」
おもちゃの自動車を手にとって（CU）

「これは違うよ、ウーウーウーの
消防車でしょ」（CU）

「ポッポー」
それを見ながら（CU）

⎫
｜
｜
⎬
｜
｜
⎭

（IU）

手を母親のひざにおく（CU）
⎫
⎬
⎭
（IU）

　このように、一方のCUの伝達されている内容を相手が受けた場合、矢印で示し、それが同一の IUの中にあるもの
とする。相手が一方のCUに対して何も反応を示さなかった場合、ひとつの IUが終わったものとする。また、何らか
の発話や表出行動があった場合でも、一方のCUに対して内容的に受けていない時は同一の IUの中のCUとはしない。

　 　
注2）　 1970年代に北海道大学教育学部の三宅和夫を中心としたグ
ループが乳幼児の縦断的発達研究を実施し、その研究方法の1
つとしてメンバーの1人である後藤守が考案したものである。
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いて1つずつを掲載する。

①状況型のオルタナティブ・ビデオ学習教材の作成
第4回目講義のオルタナティブ・ビデオ学習教材の作成
　はじめてオルタナティブ・ビデオ学習教材を作成した
のが、第4回目の講義である。ここでは、知能検査がど
のように実施されるかについて説明するためにビデオ学
習教材として市販ビデオを活用した。このビデオ学習教
材は、知能検査の実施要領の概要を解説した研修用ビデ
オで、子どもを対象とした検査場面が約30分間に渡っ
て収録されている。この知能検査には10の検査項目が
あり、1つ1つの検査の実施場面ごとに、「1．○○」とい
うように字幕のみの画面が最初に提示されてからその後
に検査者と子どもが登場し検査が始まっている。講義で
は、最初の2つの検査の場面（4分間）を使用した。
　それぞれの検査項目では、最初に検査者が検査のやり
方を説明し、次に検査者が質問しそれに子どもが答える。
あるいは、検査のやり方を説明し、検査者の「始め」の
声に合わせて子どもが求められている課題、例えば「パ
ズル」に取り組むというように登場人物の間のやりとり
が把握しすいという特徴がこのビデオにはある。そこで、
オルタナティブ・ビデオ学習教材では、この2人のやり
とりを文章化し、矢印で結ぶことにした。この時に、原
則として音声は全て文章化し、頷くや指差すといった動
作についても文章化することにした。実際のオルタナ
ティブ・ビデオ学習教材は、登場人物のやりとりを文章
化したものを用紙に書き入れ、そこにその場面を特徴づ
ける画面をビデオプリンターでコピーして貼ったもので
ある。なお、オリジナルビデオとの対応関係がわかるよ
うに、用紙の1番上に「1．○○」というようにその検査
項目名を記入し、その下に字幕画面のコピーを貼ってい
る。

第5回目講義のオルタナティブ・ビデオ学習教材の作成
　この講義のオリジナルビデオは母子の遊んでいる場面

を録画したもので、視聴者を意識して制作されたもので
はなく、記録としてビデオに残しているものである。第
5回目の講義では、遊んでいる時の母親の子どもへのは
たらきかけについて観察することを目的にして使用され
ている。このオリジナルビデオの収録時間は10分間で
ある。
　オルタナティブ・ビデオ学習教材の作成では、まず、
登場人物を確認する。オリジナルビデオでは登場人物は
母親と子どもの2名である。次に母親と子どもそれぞれ
別々に音声と表情、動作などを文章化する。つまり、こ
のオルタナティブ・ビデオ学習教材では音声は全部、そ
して映像については登場人物の表情や動作の全てが文章
化される。次にこの母親と子どもに分けて文章化したも
のの双方を、母親の子どもへのはたらきかけがわかるよ
うに矢印で結んでいく。そして、母親の子どもへのはた
らきかけでポイントになる画面をビデオプリンターでコ
ピーして取り出す。図1が、第5回目のオルタナティブ・
ビデオ学習教材の一部である。

②説明型のオルタナティブ・ビデオ学習教材の作成
第7回目講義のオルタナティブ・ビデオ学習教材の作成
　第7回目の「運動の発達と障害」をテーマとした講義
では、健常な乳児の姿勢の発達と姿勢反応の出現につい
ての説明を行うために市販のビデオ学習教材を使用し
た。このビデオ学習教材は、乳児期の運動発達に関する
月齢毎の子どもの状態についての映像とその説明をする
ナレーションから構成されている。
　講義では、ビデオ学習教材から、乳児のある1つの姿
勢の発達に関する説明場面と姿勢反応1つに関する説明
場面の2場面を選択して使用している。なお、このビデ
オ学習教材は全部視聴すると約40分間かかるが、この
うちこれらの2つの説明場面は合わせて4分間で視聴で
きる。このビデオ学習教材では、具体的な姿勢と姿勢反
応の名称の字幕がまず挿入され、その後、映像とナレー
ションによって説明が行われ、次の説明場面への転換も

表2　2003年度「障害児の心理」の講義テーマとビデオ学習教材

回 講義テーマ　＊使用したビデオ学習教材
1 オリエンテーション
2 発達と障害(1)
3 発達と障害(2)
4 発達診断(1)　　＊ 知能検査の実施方法を解説している市販ビデオ
5 発達診断(2)　　＊著者作成ビデオ「母子の遊び」
6 発達診断(3)
7 運動の発達と障害　　＊ 障害の早期診断等を解説している市販ビデオ
8 認知発達と障害
9 言語発達と障害　　＊  NHK番組「名物研究室 母子コミュニケーション」1995年8月19日放映
10 外部講師による特別講義
11 遊びの発達と障害
12 障害のある子どもをもつ保護者に対する支援
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字幕の挿入とナレーションによってなされている。した
がって、視聴者は説明場面の切換えを容易に理解するこ
とができる。
　そこで、オルタナティブ・ビデオ学習教材では、この
字幕が挿入された画面から次の字幕挿入画面までのナ
レーションを全て文章化し、これらの姿勢、姿勢反応を
理解する上でポイントとなる映像をビデオプリンターで
静止画像に加工することにする。なお、オリジナルビデ
オとの対応関係をわかりやすくするために、学生に渡す

オルタナティブ・ビデオ学習教材には、字幕の入った静
止画像を一番最初に添付し、その次にナレーションを文
章化したものを掲載し、その文章に合わせてポイントと
なる静止画像を添付することにする。

第9回目講義のオルタナティブ・ビデオ学習教材の作成
　第9回目で使用したNHK番組「名物研究室母子コミュ
ニケーション」（1995年8月19日放映）は、母子コミュ
ニケーションについてレポーターが他の出演者に話を聞

図1　第5回目講義のオルタナティブ・ビデオ学習教材
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きながら場面が進行していくテレビ番組の録画ビデオで
ある。講義では、番組の終了前の5分間を使用した。こ
のビデオは、乳児の伝達行為の発達を理解するための学
習教材として活用されている。
　オルタナティブ・ビデオ学習教材の作成では、まず、
オリジナルビデオの登場人物の確認をする。登場人物は
4名であった。次に、オリジナルビデオの映像を見なが
ら場面の切換えを確認する。ここでの場面の切換えとは、
画面に映っている映像がその前のものと変化するという
ことである。このオリジナルビデオでは5分間に10回の
場面の切換えがあった。次に、10の場面毎に音声を全
て文章化する。この時にどの登場人物が何を話している

のかがわかるように、それぞれの登場人物の頭文字を付
けた上でその話を「」で括って文章化する。そして、10
の場面を代表する画面をそれぞれの場面毎に1つ選んで、
ビデオプリンターで静止画像にして取り出す。
　実際に学生へ渡すオルタナティブ・ビデオ学習教材に
は、一番最初にオリジナルビデオの概要を文章にしてま
とめたものが書かれ、次に登場人物が書かれている。そ
して、その下に【グラフの画面】というようにその画面
の特徴を書き入れて、それに続けて登場人物の話を文章
化したものを書き入れる。図2は、作成したオルタナティ
ブ・ビデオ学習教材の一部である。

名物研究室「母子コミュニケーション」　1995年8月19日NHK放映

　このテレビ番組は、日本の研究者の研究室をレポーターが訪問し、その研究者の研究を
紹介する番組です。
　録画されているのは、埼玉大学の志村洋子さんという、初期の母子コミュニケーション
をテーマにして研究している、研究者です。録画は、番組の後半部分約5分間です。

登場人物
　あ～赤ちゃん
　母～お母さん
　レ～レポーター
　し～志村先生

【グラフの画面】
あ：「あーー（赤ちゃんの声）」
母：「おー、どったのぉ」
し：「これ、ちょっとご機嫌が悪くて泣き出しちゃった声ですね」
レ：「はい」
し： 「まあ、ちょっとお母さんの声も後ろに聞こえておりましたが、にゃ～～って感じで、

先ほどのプレジャーサインに比べていただけるとおわかりになると思いますけども、
かなり平板な感じの強い声ですね」

レ：「はーぁ」
し：「やわらかさとか、穏かさとかはちょっとなくて、一本調子でね」

図2　第9回目講義のオルタナティブ・ビデオ学習教材
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表3　オルタナティブ・ビデオ学習教材を使用した講義の概要

　　　　　 第4回目講義 第5回目講義 第7回目講義 第9回目講義
講義テーマ 発達診断(1)：個人に対

する発達アセスメント
発達診断(2)：集団と環
境についてのアセスメン
ト

運動の発達と障害 言語発達と障害

講義内容 発達検査、知能検査の実
施と留意点について理解
を深める。

人的環境のアセスメント
の実際として、母親の子
どもへのかかわりをビデ
オ学習教材によって観察
し、特性評定法注 3）によ
る評定を実施する。

乳幼児期の運動発達、言
語による行動調整、そし
て、障害によって運動発
達がどのような影響を受
けるかについて理解を深
める。

ことばの機能、特徴、乳
幼児期の言語発達、そし
て、言語障害について理
解を深める。

配布資料：
受講生全員

・講義の内容と進行をま
とめたレジュメ

・知能検査、発達検査の
説明資料（B4版7枚）

・講義の内容と進行をま
とめたレジュメ
・特性評定法にかかわる
説明資料（B4版5枚）
・母親のはたらきかけの
記入用紙（B4版2枚）

・講義の内容と進行をま
とめたレジュメ

・乳児の運動発達の説明
資料（A4版2枚）

・講義の内容と進行をま
とめたレジュメ
・特別講義の説明資料
（A4版2枚）
・言語発達と言語障害の
説明資料（B4版2枚）

　当該学生 ・OHPシートコピー
　（A4版22枚）
・メッセージシート
　（A4版1枚）

・OHPシートコピー
　（A4版16枚）
・メッセージシート
　（A4版1枚）

・OHPシートコピー
　（A4版16枚）
・メッセージシート
　（A4版1枚）

・OHPシートコピー
　（A4版9枚）
・メッセージシート
　（A4版1枚）

学習教材：
　　ビデオ

状況型ビデオ学習教材
知能検査の実施方法に関
する市販ビデオ

状況型ビデオ学習教材
著者作成による母子の遊
びを記録した録画ビデ
オ

説明型ビデオ学習教材
障害の早期診断等に関す
る市販ビデオ

説明型ビデオ学習教材
NHK番組「名物研究室
母子コミュニケーショ
ン 」1995年 8月 19日
放映

　　その他 絵本「わたしのぼうし」
　さのようこ　ポプラ社

使用機器 OHP、　スクリーン、　ビデオデッキ、　テレビモニター
講義の流れ
【講義開始】

【講義終了】

当該学生　　　全受講生
講義者

資料配布・確認
説　明 

課題提示
絵本 

ペアで課題に取組む
机間巡視
説　明
次回予告

当該学生　　　全受講生
講義者

資料配布・確認
説　明
発　問 

応　答 

【実　習】
説　明 

結果の記入
机間巡視
説　明
次回予告 

当該学生　　　全受講生
講義者

資料配布・確認
説　明 

課題提示 

課題に取組む
説　明
次回予告 

当該学生　　　全受講生
講義者

資料配布・確認
説　明 

説　明
次回予告 

オルタナティブ・ビデオ学習教材：
　　　

オリジナルビデオ　
　　

　 　
注3）心理学で使用されている人の能力や特性を数量的に捉えようとする方法である。
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4 ．オルタナティブ・ビデオ学習教材の活用

　以下に、オルタナティブ・ビデオ学習教材の活用につ
いて述べる。

（1）　講義の基本的な組み立て
　この学生には大学ではノートテークによる支援体制を
とっているが、この講義ではOHPによる講義内容の提
示と講義の流れを示したレジュメの作成等によって、学
生が講義の内容を理解できると申し出たので、ノート
テークによる支援はなされていない。この学生に対する
講義は、次の手順に従って進行している。
①講義の中で使用するOHPシート全てを等倍にコ
ピーしたものを講義開始時に学生に渡す。この時に、
メッセージシートを添付し、ビデオ学習教材使用時
には講義のどのくらいの時間帯で何分間、どのよう
なビデオを用いるかを事前に伝えるように留意し
た。

②①と平行させて、本学生を含めて全学生に全ての資
料を講義の冒頭に配布する。

③OHPのシートを用いて講義を開始する。個々の
OHPシートの使用の際に、この学生が手元のコピー
と対応できているかを確認する。板書する際は、コ
ピーに板書することをあらかじめ記入しておく。

④OHPシートまたは板書によって、次回の予告をし
て、講義を終了する。

　以上のようにその回に使用するシートのコピーをこの
学生には原則として全て事前に渡していた。なお、全学
生を対象として講義への質問に対応するオフィスアワー
を設定している。

（2）　オルタナティブ・ビデオ学習教材の活用
　表3はオルタナティブ・ビデオ学習教材を使用した4
回分の講義の流れを整理したものである。この表に現し
たように、まず講義では講義担当者がOHPシートを用
いて講義テーマについて説明を行い、次にビデオ学習教
材を使用している。そして、オルタナティブ・ビデオ学
習教材はいずれもオリジナルビデオと並行して使用され
ている。なお、第4回目、7回目及び9回目ではオリジ
ナルビデオ及びオルタナティブ・ビデオ学習教材は講義
担当者が説明したことを受講生がさらに理解を深めるた
めに使用されている。これに対して、第5回目では講義
の中で進められる実習の一部として使用されている。

5 ．おわりに

　このレポートでは、聴覚障害学生にビデオ学習教材の
情報保障をするために著者が作成した「オルタナティ

ブ・ビデオ学習教材」の活用について報告してきた。こ
こでのオルタナティブ・ビデオ学習教材とは、ビデオの
音声を文字化して書き込んだ用紙に、ビデオプリンター
でコピーしたその場面の静止画像を貼ったものであっ
た。今回活用したオルタナティブ・ビデオ学習教材の教
育効果については、当該学生に関する日常的観察や提出
してもらったレポートなどによって、その効果が確認さ
れた。しかし、今回はひとりの事例であったため定量的
な評価は行っていない。今後、事例数を増やすとともに、
定量的な評価も行ってゆきたいと考えている。
　さらに今後ますます、障害を持った学生が、一般学生
とともに大学で学ぶ機会が増えてくることに間違いはな
い。本報告で示したような工夫を、様々な障害を持つ事
例に対し試みることによって、障害を持った大学生に対
する総合的な支援体制を構築するよう検討を続けてゆき
たい。
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Report on Using Modified Audiovisual Aids for a University
Student with Hearing Impairment

Katsumi Ueki1）・Mamoru Gotoh1）・Shinichi Watabe2）

　This report explains an attempt to use ‘modified audiovisual aids’ for a university student 
with hearing impairment. The term ‘modified audiovisual aids’ refers to sheets printed with 
the text of a video narration, together with still pictures from the video. We prepared four 
'aids' for this research. The original videos which were the basis of these ‘aids’ were: a video 
recording of a child playing with her mother, two videos explaining the early diagnosis of 
impairments in infancy and the implementation of Intelligence Testing, and, finally, a TV 
program containing interviews on mother-child communication. These ‘aids’ were used to 
deepen understanding of lecture content, and as learning materials for exercises.
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